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   研究主題「明るく元気な学校づくりを目指した働き方改革の在り方」 
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１ 主題設定の理由 

今日の学校教育は、より複雑で困難な課題が

山積しており、今まで以上に改善・充実が求め

られている。 

しかし、教師の勤務実態は厳しいものがあり、

疲労、疲弊した実態も今日的課題と言える。 

東諸県支会では、これまでの働き方を見直し、

教師が教育的課題と向き合って自らの授業を磨

くとともに日々の生活の質や教職人生を豊かに

することで、自らの人間性や創造性を高め、児

童・生徒に対して効果的な教育活動を行うこと

ができるようになることが急務であると考え、

本主題を設定した。 

２ 研究のねらい 

東諸県郡内の各学校において、教師が元気で

明るく働ける学校環境をつくるための働き方改

革の在り方について考察する。 

３ 研究の概要と成果 

各学校の取組とその成果、教頭としての役割

は次のとおりである。 

 (1) 本庄小学校 

① 取組とその成果 

会議の精選や校時程（午前５時間）の工 

夫を行った。授業改善に向けできる限りス

リム化した研修体制を確立した。また、保

護者への文書送付・欠席や遅刻の報告をメ

ールにした。その結果、教材研究や学級事

務の時間が確保でき、児童・職員・保護者

の負担も軽減した。 

② 教頭としての役割 

教頭は、重点支援校としての授業改善を

図るメンバー人選を行い、メンター構成に

ついて助言した。また、年度当初から全保

護者のメール登録に努めた。文書配付や電

話応対の時間縮減を目指すとともに、業者

にも協力を依頼しメールでの保護者との双

方向性を確立するよう率先して行動した。 

  (2) 森永小学校 

① 取組とその成果 

週時程を改善し、昼清掃を朝に変更した

ことで、放課後の時間を１時間は確保した。

また、退庁が遅くなりがちな職員には個別

に面談し、業務の優先順位や効率的なやり

方について一緒に考え、業務改善を行った。

その結果、教材研究等の時間が確保でき、

職員の時間外勤務が減少してきた。 

② 教頭としての役割 

教頭は、教務主任と週時程の改善を話し

合ったり、職員と個別に話し合ったりして

職員の業務改善を図った。 

 (3) 八代小学校 

① 取組とその成果 

教員の働き方を改革するためには、「ワ

ーク・ライフ・バランス」を念頭に置いた

意識改革が大切であると考え、職員会や職

員朝会において、その重要性を継続して確

認してきた。また、金曜日を定時退庁日と

設定し、主な業務は木曜日までに取り組む

など１週間単位で職務に当たれるように、

会議の精選等を行った。その結果、職員の

働き方改革の意識が向上し、計画的に業務

に当たる職員が増えつつある。 

② 教頭としての役割 

教頭は、勤務時間を意識して業務に当た

ることの大切さを適宜説明し、教員一人一

人がもつ指導方法等の悩みを気軽に相談で

きる雰囲気づくりに努めた。また、継続し

てサポートできるように心掛けている。 

 (4) 木脇小学校 

① 取組とその成果 

会議のペーパーレス化とスクールサポー

トスタッフの活用を推進した。業務の精選

や削減のため、会議等では、必要な資料だ

けを個人で印刷し、連絡等はＣ４ｔｈの連

絡版を活用した。また、事務作業で委託で

きるものは、積極的にスクールサポートス

タッフに依頼した。その結果、職員が、よ

り教育活動に専念できるようになり、事務

作業などの負担軽減につながった。 

② 教頭としての役割 

教頭は、会議のもち方について、校長の

指導のもと、コンプライアンス推進委員会

等で協議し改善を図った。また、スクール

サポートスタッフとも連携し、簡単な依頼

書を作成するなど、委託しやすい環境作り

を行い職員に活用を働きかけた。 



 (5) 綾小学校 

① 取組とその成果 

解錠時刻（午前 7 時以降）の設定と週 1

回の定時退庁の完全実施を行った。また、

午前 5 時間授業に取り組むとともに、通知

表を年間 3 回から 2 回にし、家庭訪問を自

宅確認のみとし、夏季休業中に個別面談を

実施するように変更した。さらに、C4th を

利用し提案・連絡をしたり、日頃から教職

員が相談や提案がしやすい雰囲気を醸成し

たりしている。その結果、教職員の負担軽

減につながりつつある。 

② 教頭としての役割 

教頭は、定時退庁を呼びかけ、C4th を日

頃から見る習慣作りを行っている。また、

職員とコミュニケーションをとり明るい職

場になるように努めている。さらに、町独

自に放課後の電話や来客対応・施錠の人員

を確保しているので、職員の手本となるよ

うに率先して退庁するようにしている。 

 (6) 本庄中学校 

① 取組とその成果 

本校では、働き方改革として、 

〇 チームとしての業務の効率化、会議、 

行事、作成資料の見直し 

〇 リフレッシュデイの確実な実施 

〇 時間外勤務に関する職員の意識改革 

〇 風通しのよい職場環境づくり 

〇 必要な休暇が取得しやすい環境づくり 

     に取り組んだ。その結果、職員の意識改

革が進み、仕事の効率化が図らてきた。 

② 教頭としての役割 

    教頭は、働きやすい職場環境づくりを目

指し、「傾聴」と「承認」を柱に、積極的

にコミュニケーションを取り、相手との違

いを尊重し、相違点に価値を見出し、お互

いに納得できる案を出すことを心掛けてい

る。また、職朝や通信等を使い意識改革を

図っている。 

 (7) 八代中学校 

① 取組とその成果 

本校の職員は５教科各１名と保健体育で

あり、一人一人の役割を大きく縮減させる

ことが難しい。しかし、C4th や ICT を効果

的に使用し、業務の効率化を模索してきた。

また、毎週水曜日の定時退庁を徹底し、テ

スト期間は５時間授業に設定し採点の時間

確保も行った。部活動の計画を確認し、中

体連の振休も確実に取得するようにした。

その結果、業務の効率化が進みつつある。 

② 教頭としての役割 

教頭は、不登校生の家庭訪問や保護者対

応等、学担以外でもできる業務を率先して

行った。また、行事や校内研究等の計画は

無理・無駄を無くし、効率化を図ることで、

担当者の負担軽減につなげるように助言し

た。PTA 活動は内容を精選し、職員や保護

者の負担減を図った。 

 (8) 木脇中学校 

① 取組とその成果 

  県の「働き方改革好事例集」を参考に、

教育課程の工夫を行った。また、週２日、

休憩時間を２５分と２０分に分割し、放課

後事務作業や部活動の時間を確保した。そ

の結果、生徒の補充学習等にも時間を活用

することができた。 

② 教頭としての役割 

  校時程の変更には、職員の働き方に関す

る意識改革と全体の業務の削減が不可欠で

ある。全職員で共通理解を図りながら、業

務の見直しや改善、削減を進めた。 

 また、年度途中の変更であったため、生 

徒及び保護者への周知を適宜行い、スムー 

ズな移行に努めた。 

 (9) 綾中学校 

① 取組とその成果 

朝、出勤時刻を入力する際に、退庁時刻

を意識し予定時刻を入力するように促し

た。その結果、職員の退庁時刻を守る意識

が高まりつつある。 

② 教頭としての役割 

職朝などで、時間について呼びかけをし、

どうしても遅くなる職員とは、原因につい

て話をし、アドバイスを行った。また、校

務分掌を工夫したり、大きな役割について

は、主と副を配置したりした。 

４ 今後の課題 

○ 働き方改革を進めるには、職員の意識を変

えていくことが重要である。そのために、教

頭として、職員に対して継続して呼びかけて

いく必要がある。 

○ 職員の業務量に偏りはないか見直すととも

に、効率的な仕事のやり方をアドバイスした

り支援したりする必要がある。 


